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被爆80年
　国民平

和大行進

　今こそ
、平和の

声をとど
けよう

あなたの
一歩が、

誰かの明
日をまも

る

兵庫県内：
7/7（月）～

7/16(水)



事業所・職場紹介

▲第1回健康まつり
長田区立大橋中学校にて1000人参加▲1993年ひまわり診療所開設

▲阪神・淡路大震災
「大地震なんかに負けへんでの会」活動

▲1948年協同診療所開設

地域に根づく医療生協
この神戸の地で生まれた医療生協は、2026年2月に
65周年を迎えます。当時、港湾労働者、町工場で働く
人々、そして差別と貧困に苦しむ人たちが多く住んで
いました。さらに、病気では肺結核に罹る人が多かっ
たです。元理事長で創立に参加した久留島義忠は、
comcom新書「医療生協の先駆者たち」の中で、「協同
診療所は貧乏人の味方や。貧乏人でも何でも相談に
のってくれるし、それから若い学生が協力者で来るか
ら頼んだら来てくれというのがずっと広がっていっ
て、医療生協をつくったときにその人たちが一遍に組
合員になってくれた」と語っていました。また、「協同
組合のあるべき姿として、日常活動で患者自身がわず
かでも金を出し合う。そして予防医学としての健康を
管理する班会議をやっている。病気になったら安心し
て医療生協に来る」とも語っています。
協同病院は、往診を非常に親切にすることで好評で
した。よい医療を目指すとりくみと重度結核療養者に
対する訪問に力を入れていました。これらの活動は、
板宿病院、番町診療所に引き継がれます。1981年に
は、協同歯科、1985年にはきたすま歯科ができまし
た。歯科では、歯科往診や小児歯科・障がい者歯科も

開設し、患者の立場にたった診療活動は現在にもつな
がっています。医療生協として、板宿診療所の移転や
神戸協同病院新設などを見据えて、1961年に大衆組織
である「生活協同組合」にすることになりましたが、
生協として認可
されるまでは長
い道のりがあり
ました。1963年
に神戸協同病院
と番町診療所が
開 設 さ れ ま し
た。

医療生協のこれから
求められることが多様になっている時代に、民医
連・医療生協の存在価値は何なのか考えていくことが
必要になっていると思います。それを踏まえながら、

これからも組合
員と職員が一緒
になって歩んで
いけるような医
療生協であれば
と思います。

輝 い て い ま す！

　2005年5月、生協なでしこ歯

科は、3階建ての建物で16台の

診療チェアー（現在は、18チェ

アー）を持つ『成人歯科』『小

児障がい者歯科』の2つの診療

科からなる、大規模の歯科診療

所として開設されました。神戸

医療生協の歯科としては、協同

歯科（1981年）、きたすま歯科

（ 1 9 8 5 年）いたやど歯科

（1999年）に続き4番目となり

ます。場所は市営地下鉄伊川谷

駅から徒歩3分で、とても便利

な場所です。伊川谷駅周辺は、

農地が多くなでしこ歯科の場所

も、もともと水田だった所を埋

め立てて造られました。

　設立当初は、近隣地域に組合

員も少なく患者確保に苦労し、な

かなか黒字にならない時期が続

きましたが、現在では1日約100名

が来院し黒字も確保しています。

　理念は、「いつでも　どこで

も　だれもが安心してかかれる

歯科医療」です。協同歯科で取

り組んできた小児障がい者歯科

を引き継ぎ、障がいがある方で

も安心してかかれる歯科を目指

しています。ベット型のスト

レッチャーでも乗ることが出来

るエレベーターや、障がい者用

の大きなトイレ、障がい者が乗

り降りしやすいように、１階に

は専用駐車場も設置していま

す。また、通院困難な方の診療

を行うため、障がい者施設での

往診も行っています。

　開設後すぐに歯列矯正も開始

し、歯並びの気になる患者様へ

の対応も可能になりました。今

年は、マウスピースでの矯正に

も新たに取り組むことにしてお

り、ワイヤー矯正することに悩

んでいる方にも対応します。

　歯ぎしりや睡眠時無呼吸症候

群のマウスピースは保険で対応

し、スポーツ用マウスピースは

自費治療となります。その他の

自費治療では、インプラントや

ホームホワイトニングに取り組

んでいます（なおオフィスホワ

イトニングは取り扱いしており

ません）。

　これからも、「いつでも　ど

こでも　だれもが安心・安全に

かかれる歯科」を目指し職員一

同励んでいきたいと思います。

いつでも　どこでも　だれもが
安心・安全にかかれる歯科医療

神戸医療生活協同組合　生協なでしこ歯科　事務長　渡田 正司

安心して暮らせる
まちづくりをめざして

事業所の窓から～歴史と地域紹介～
神戸医療生活協同組合 地域と歩んだ65年 22

▲骨の位置や角度まで精密に撮影、
インプラントや親知らずの抜歯など
外科的処置も的確に対応

▲保育スタッフによる
お子様の無料一時保育実施。

トイレにはオムツ替え台もあります
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2025年8月4日（月）～6日（水）に広島、8月7日（木）～9日（土）に長崎で開催された原水爆禁止世界大会に、兵庫民医連からは総勢46名（広島28名・長崎18名）が
参加しました。今年は、広島・長崎への原爆投下から被爆80年という節目の年。その意義をふまえ今回は広島・長崎の両会場に代表団を派遣。例年以上に多くの代
表が参加しました。また、兵庫県全体では、他団体も含めて現地198名（広島143名・長崎43名・国際会議12名）、オンライン約150名が参加、全体ではのべ1万2930
人の参加という大きな大会となりました。

被爆の実相に触れ、平和の尊さと核廃絶の重要性を改めて胸に刻んだ参加者たち。今後も平和への取り組みを広げていきます。

　被爆者に話を聞き、高校時代に「原
爆の絵」を描いた卒業生（20代）の
「作品が完成して終わりではなく、そ
れをもって如何に多くの人たちに戦争
について考え直すきっかけにすること
が出来るのか、が自分たちの使命」の言葉や、原爆被害者相談員の
「原爆手帳の申請に当時、幼子だった方に当時の急性症状を教えて
欲しいと求めるなどハードルが高い国の現状」などの報告があり、印
象的でした。

　被爆者の平均
年齢は86歳、被
爆者の声をいつも
以上にしっかり聴
いて、継承してい
くことが、今年の
世界大会の重要
なテーマです。
　98歳で爆心地の地図をしっかり指し示しながら、
「核兵器は絶対反対、だから生きている限り証言を
続ける」と語ってくださった方。生き残った後の差別
と貧困と孤独を抱え、心臓腫瘍で亡くなられた被爆
者に寄り添った相談員のお話。家族全員無事だった
が父親が母親に暴力をふるっており、父親を憎んで
いたことを話された方。被爆者一人ひとりの人生があ
り、なに一つ同じ証言はないことに私たちは耳を傾
けないといけません。そして、二度と同じ過ちを起こ
さないために、「長崎を最後の被爆地に」するため
に、決してあきらめずに声を上げ続けなくてはなりま
せん。それが被爆者の思いを継承することだと私は
理解しました。
　さぁ、みなさんも一緒に声を上げ続けましょう！

長崎を最後の被爆地に！

被爆80年で今年の大
会は海外から220人参
加があり国際的な交流
ができた。

資料館で加害の歴史も
学ぶことができた。

被爆者の方の「今日の
聞き手は明日の語り手」
という言葉が印象に残
りました。

 “原爆ドーム”その姿には声を失うとともに悲しみ
と怒りがこみ上げてきます。国同士の勝手な争い
に罪もない人々が犠牲となる。その様子は10分ほ
ど歩くと見える“広島平和祈念資料館”でさらに詳
しく知ることが出来ました。当時の凄惨な状況、ご
遺族の方が寄贈された被爆により亡くなられた方
の身につけていたもの等、次世代につなぐべきも
のが「そこ」にはありました。

核兵器は人も殺すが、
生きている人の心も殺
す兵器だと感じた。

被爆二世三世の声
を生で聴くことがで
きた。

なぜ核兵器を持つことが良く
ないのか自分なりに認識し、
被爆者だけでなく私たちも声
をあげていくことが大切だと
実感しました。

（子どもと一緒に参加）
子どもと一緒に考える
時間になった。

　山田さんは、原爆で両親を亡くされた原爆孤児であり、山田さん
自身も被爆し、被爆者差別を受けたことは壮絶でつらい出来事だっ
たと涙ぐみながらの報告でした。現在は被爆者の支援を続けてい
て、多くの被爆者はどんな病気にいつなるのか不安でしかたない
と、原爆の恐ろしさ、悲惨さを語る山田さんの言葉一つひとつに重
みがありました。

神戸医療生協　宮田 享

「被爆の実相普及や被爆者支援」 ノーモア・ヒロシマ　ノーモア・ナガサキ
ノーモア・ヒバクシャ　ノーモア・ウォー

分科会報告

神戸健康共和会　道上 拓史

民医連参加者交流集会報告

「原爆孤児として生きてきて」
山田 寿美子さん

兵庫民医連事務局　福岡 幸子

参加者からの
感想を一部
ご紹介します

広島

広島

広島 長崎

長崎

原水禁世界大会in広島＆長崎

被爆80年
被爆者の声を聴き、世界とともに核なき未来へ
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生存権　No .１8 3

支払わないの？支払えないの？
～その背景に目を向け、利用できる制度を考える～

兵庫民医連　ソーシャルワーカー委員会

氏名：Ａ氏　年齢：70代男性

　2000年に介護保険制度が開始され、利用者の自

己負担額は年々増額されています。当施設でも利用

者負担は増加し、費用負担を気にされる方が多くな

りました。

　経済的な困難で支援に入ったＡ氏・70代・男

性、妻・娘と3人暮らしの方を紹介します。脳梗塞

を発症し、急性期病院へ救急搬送。右麻痺・失語・

高次脳機能障害が残存。リハビリ目的でリハビリ専

門病棟のある病院へ転院。入院中に介護保険を申請

し、要介護３の認定を受けました。4カ月後、介護

サービスを導入し自宅退院されました。

　退院後はB病院に通院していましたが、予約日時

に来院しないことが続き、主治医はケアマネジャー

を通じ、無料低額診療の案内もしましたが、その後

も来院はなし。介護サービス利用料も遅れながら支

払われる状況でした。

　通所サービスを休むことも増え、ケアマネジャー

よりショートステイ利用も考えたいと相談がありま

した。その数日後、ケアマネジャーが自宅訪問した

際、便で汚れたシーツの上におむつとシャツでベッ

ドに横になっている状況が見られ、緊急でショート

ステイ利用となりました。

　受診も出来ていなかったため、看護師が付添いで

受診。今後の医療費負担軽減も考え、主治医に身体

障害者手帳取得の相談をし、後日診断書を記載して

くれました。

　ショートステイ契約時に妻より生活状況を聞くと世

帯収入は226,000円／月。家賃などを引くと176,000

円で食費や公共料金、医療費、介護サービス費を支

払うのは確かに大変です。

　まずは、本人・家族が必要な介護・医療が受けら

れ、安心して生活できるよう、費用負担軽減などが

出来ないか考えました。

　現在の医療・介護制度は、財源がないからと利用

者負担が増加するばかりです。

　もらえる年金は増えません。収入が増えないの

に、増加する負担を支払うことが出来るでしょう

か。

　支払いが遅れる、支払いがされない…。支払いを

しない人と考えるのではなく、支払いができない人

かもしれないという視点から、なぜ支払いが出来な

いのか、遅れるのか。利用可能な制度がないかと話

を聞き、探ることが必要です。

　制度は利用しないとなくなります。不要なものと

みなされ、制度そのものがなくなると、本当に必要

な人がいるときに困ります。利用できる制度は活用

し、本人・家族が安心して生活できるように支援し

ていきたいと思います。

読者の声

まちがいさがし

まちがいは8つ

作・小田 求

正解者のうち５名の方に
図書カードを差し上げます。

【応募のきまり】
〈締切〉2025年10月8日（水）◇当選者は2025年11・12月号に掲載。
〈応募〉１人１通。はがき又はＥメールで。

氏名（投稿はペンネームでも可）、院所名（職場・職種）、ＯＢの方は
在職時の法人名を記入の上、下記へ送付して下さい。

　〒650-0047　神戸市中央区港島南町5丁目3－7
　　　　　　　  兵庫民医連ニュース「クイズ」係
〈Ｅメール〉kikansi＠hyogo-min.com
※余白に、①興味深かった記事と感想、②事業所での取り組み
　紹介、③近況、④ニュースへのご意見等、お書き下さい。

9・10月

①栗林　由季（ヘルパーステーションあぼし）
②松下　公典（ケアセンターふれあい）
③ち　　　こ（ペンネーム）
④ゆ　　　ず（ペンネーム）
⑤ぴかちゅう（ペンネーム）

7・8月号の応募者は7
名で全員正解でした。
右記の５名の方に図書
カードを進呈。

7・8月号
の答え

●昨年8月に第3子を出産した娘が7月
から職場復帰しました。京都なの
でちょっと手伝うわけにもいかず
手をこまねいています。猛暑の中
頑張っている全ての子育て中の皆
さんにエールを送ります。

神戸医薬研究所OB 村川美和子
●ナニワ診療所の記事の尼崎中央三丁

目商店街の「めでタイガー」がデジタ
ルに！！以前はお店の方がゲーム終了
後に、脚立にのって数字の紙を貼り
かえていました。それを見るのが楽し
みだったのですが…。

ペンネーム めめくん命

●本格的に暑くなり、毎日汗だくで
働いてます。熱中症にならないよ
う に 、 水 分 や 食 事 も し っ か り と
り、のりきりたいです。

ペンネーム ちこ

●選挙運動で色々な話を聞き、自分
たちのお金など考えることが多く
なりました。

ペンネーム ぴかちゅう

県連事務局次長着任のお知らせ
　みなさん、はじめまして。8月1日付で神戸医療生協か
ら移籍してまいりました事務の山根弘幸と申します。
神戸医療生協では神戸協同病院や本部総務部、ひまわ
り診療所、医学対を経験させていただきました。民医連
歴は約20年です。

　プライベートでは山登りが趣味で、六甲山系を中心に普段は登って
季節ごとの景色や絶景を楽しんでいます。また、メダカや河で採ってき
た魚、カニ等の生き物を飼育するのも趣味です。家の中の水槽が増え、
家族からはたまに迷惑がられますが、知らない間に名前を付けて呼ん
でいるところなどを見ると、楽しんでくれているのだと信じています。
　兵庫民医連では教育、薬剤、検査、リハ、放射線、歯科の分野を担当さ
せていただきます。まだ分からないことも多いですが、これまでの経験
をいかして兵庫民医連の発展に貢献したいと思います。どうぞよろし
くお願い致します。

●毎日毎日、暑い日が続いてます
ね。利用者さんたちに、水分補給
してくださいねと、毎日毎日お伝
えしています。

ケアセンターふれあい
松下公典

●夏です。暑いです。訪問中汗だく
になって業務をこなしています。
ク ー ラ ー バ ッ ク に ネ ッ ク ク ー
ラー、ネックファン等ありとあら
ゆる涼しくなるものを準備して、
仕事に出発します。その準備で荷
物 が 多 く て 朝 か ら い つ も 大 変 で
す。早く寒くなってほしいです。

ヘルパーステーションあぼし
栗林由季

●先日、六甲森林植物園に行きまし
た。山の上はしばし涼しく気持ち
良く過ごせました。往復は暑くて
大 変 ！ こ の 暑 さ い つ ま で 続 く の
か？！気が遠くなりそうですね！

ペンネーム ゆず

①医療費については、現在身障手帳申請中。

②ショートステイ利用は、介護保険負担限度額認

定証を申請(住民税非課税世帯のため)。

③特別障がい者手当（月額29,590円）の受給検

討。

④無料低額診療制度の利用検討。

≪利用検討出来そうな費用負担軽減策≫

緊急行動署名

「地域住民の医療を受
ける権利を保障するため
に医療機関の維持存続へ
の支援を求める請願署
名」スタート！
ポスターの掲示はお済

でしょうか？安心して医
療が受けられる社会を国
に強く要望するための署
名に取り組みましょう！

2026年1月には
国会へ提出します
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たじま医療生協　本部事務局　春木 圭介

たじま医療生活協同組合
創 立 3 0 周 年 記 念 講 演 会
～たじま医療生協のこれまでとこれから～

たじま医療生活協同組合

連載コーナーです。
法人で “キラッと輝く” 職員の、民医連で働き
続ける理由や、こだわりを紹介します。

　

訪問
看護
ステーション　えがお

田中 舞さん

看護師 　利用者さんとその家族が安心して
お家での生活が送れるために何がで
きるかを、一生懸命考えて日々訪問
しています。

入職したきっかけ

　あまり休みがとれない
ですが、休みの日は、夫
と温泉に行くことが多い
です。あとは、ハンモッ
クでのヨガをして楽しん
でいます。

プライベート　元々、急性期病院で働いていましたが、病棟勤務に
少々疲れたので一旦退職。「せっかく看護師免許がある
んだから、色んな分野で働いてみたい」という思いが以
前からあったので、訪問看護ステーションを次の就職先
として探し始めました。その当時は、豊岡にある訪問看
護ステーションを全く把握しておりません。豊岡に来た
当初から、えがおの車が街中をよく走っているのを見て
いて、訪問看護はここが有名なのか？と思って応募した
のが入職のきっかけです。

仕事でのこだわり

2004年の水害では多くの方に
支援に来て頂きました

今年は、たじま医療生活
協同組合創立30周年にあ
たります。6月21日、総代
会に先立って、全日本民主
医療機関連合会前会長で、

神戸健康共和会理事長の藤末衛先生に、「民医連ろっ
ぽう診療所30年の意義とこれから」と題してご講演
をいただきました。
藤末先生は、たじま医療生協設立準備の段階から
30年以上にわたってご支援をいただいています。
先生から、目の前にあるたじま医療生協の課題と未
来について、
❶ろっぽう診療所は公立豊岡病院と地域の架け橋にな
ろう
❷たじま医療生協は健康権を実現する住民運動のハブ

となろう
❸組合員は、平和と社会保障、助け合いの実践者となろう
という提案がありました。
民医連では、安心して医療を受けることができるよ
うに、地域医療の崩壊をくい止めるための「緊急行
動」が提起されました。そのためには、医療機関同士
の連携を深めると共に、共同組織から地域へ住民運動
を広げていくことが大切です。
組合員・職員は、藤末
先生が講演でお話しされ
たことを実践し、これか
らもたじま医療生協が民
医連医療の一端を担って
いけるように取り組んで
いきたいと思います。
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